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SMAを装着して行う介入群（SMA群）に割り付けた。被検者は 2012年 4月 1
























幅が 50.02±3.15cmから 53.34±3.23cm（P＝0.004），対称性が 1.16±0.07か
ら 1.09±0.06（P＝0.036），ケイデンスが 112.42±5.52から 116.56±5.38（P
＝0.040）といずれも有意に改善した。 
 
考察 
これまで少ないながらも SMAの効果として，歩行効率や歩幅などの歩行パラ
メータの改善が報告されており，今回の結果はそうした先行研究の結果を支持
するものと考える。今回の研究結果では，SMA群のみ最大歩行速度と麻痺側歩
幅，対称性，ケイデンスが有意に改善していた。歩行速度は歩幅とケイデンス
によって決まることから，SMA群では麻痺側歩幅とケイデンスの改善が最大歩
行速度の改善に寄与したと考えられる。これらパラメータの改善は，SMAの誘
導と一致していることから，SMAのアシストが感覚的なキューとなり，被検者
の歩行改善に影響したのではないかと思われる。また，SMAは装着者の随意的
な努力がなければ使用できないものであり，運動の自由度が高く，かつ両側股
関節を歩行比制御によって協調的にリズミカルにアシストしている。このよう
な特性が，今回対象とした回復期の脳卒中患者に対して有効であったと思われ
る。SMAは対象者自身が容易に装着でき，使用に際して複雑な設定は不要な軽
量ウェアラブルロボットである。本研究により，SMAによる歩行訓練を，歩行
可能な脳卒中などによる歩行障害を持つ患者に対して，有効に利用できる可能
性が示唆された。 
 
